




価値が生まれる」と話す。展示してある燕三条産の製品
は、単なるモノという「物質」ではなく、人と人の思い
が出会い、過去と現在と未来が交差する精神性の豊かな
道具と言えるだろう。まさしくグスタフ・マーラーが言
う「灰ではなく、絶やされない炎」だ。

では、先に指摘したリピーターはなぜ増えるのか。そ
れはジャパン・ハウスが「プロセスメディア」になって
いるからだろう。近年、集客の成功パターンである「プ
ロセスメディア」について、次に述べたい。

リピーターが増える 
プロセスメディアとは何か？

派手な CM や広告戦略を行うこともなく、中央のメ
ディアで取り上げられることもないのに、地方の地味な
イベントや施設に多くの人たちが集まるケースがある。

島根県沖の隠岐の島で行われるウルトラマラソンは、
全国で人気一位であり、島の宿泊のキャパを超える人々
が集まる。秋田県の地域劇団「わらび座」は、劇団四季、
宝塚に次いで年間 25 万人の動員を誇る。あるいはエナ
ジー飲料のレッドブルが、地方で行っている一風変わっ
たスポーツイベント（神社の階段をノンブレーキのマウ
ンテンバイクで駆け下りるレースなど）も、集客動員で
成功している。

こうした事例に共通するのは、イベントの事業体自体
が「プロセスメディア」になっていることだ。これは、
客と一体化して、プロセスを共有。プロセスの物語性が
強ければ強いほど共感を呼び、リピーターが増えていく。
サービスの提供者と参加者が線引きされている従来型の
イベントと違い、プロセスを一体化したものだ。客の

「自分ごと化」に近く、事業体そのものがメディア化し
ている。

前出の加藤氏やサイモン・ライト局長が「文脈」や
「ストーリー」を重視していることを述べてきたが、例
えば、私がロンドンを訪ねた時、燕三条のキセル職人に
よるキセルづくりの実演が行われていた。開始前から人
が並び、職人の手作業を食い入るように見ていた。

そもそも喫煙者が減少しているご時世であり、キセル
に興味をもつ人は少ない。そこで多くの人と「接点」を
もてるように、キセルが装身具であることを示して、「男
性ファッション」という見せ方を取り入れた。また、「歴
史とファッション」という視点も取り入れ、接点を広げ

たのだ。
ジャパン・ハウスが売りにしているのは、「ストー

リー」である。ジャパン・ハウスそのものが日本を表現
するプロセスメディアになっていると私には思えたの
だ。

しかし、日本国内での報道を見ていると、残念ながら
プロセスメディアとは見られていない。新聞記事に並ん
だ言葉は、「日本の魅力を世界に発信するための広報戦
略拠点」「4 年、3 施設で約 130 億円」「専門家が海外
発信する際の足がかり」といったものだ。これらは事実
だが、「点」であり、「線」ではない。私も原稿書きを生
業としており、後輩たちにはよくこう言っている。
「点で書くな、線というプロセスで書け」
伝える相手は「点」を読んでも記憶には残らず、人に

伝えるには「線」の方が脳裏に焼き付く。
先進国の企業はどこも同じ問題を抱えている。それは、

安さや便利さだけでは、提供する商品やサービスを消費
者に選んでもらえなくなっていることだ。強いメッセー
ジを、「線」というプロセスで訴えてこそ、魅力は浸透
していく。

ロンドンを取材して、日本の「過去・現在・未来」の
物語を伝えることには成功していると感じた。しかし、
これはあくまでも入り口である。次に重要なのは、冒頭
の和釘の話で触れたように、日本国内の人々がフィード
バックによって新しいステージに移行できるかどうか
だ。

ジャパン・ハウスはこれからどんなストーリーを紡い
でいけるのか。物語は、今、始まったばかりだ。

昭和 4 年、燕にはキセル職人が 390 人いたが、現在、製
造は一社だけだ。
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「燕三条 工場の祭典」と 
ジャパン・ハウス ロンドン

燕三条地域（三条市・燕市）は新潟県のほぼ中央、信
濃川沿いに位置する、面積約 540km²、人口約 18 万人
規模の地域である。江戸時代の和釘づくりを起源として、
現在に至るまで、刃物や金属洋食器などの金属製品を中
心に、世界に誇る多種多様な製品をつくり出している世
界的にも有数の金属加工の産地である。

2013 年から地域の工場が一斉に開放される工場見学
イベント「燕三条 工場（こうば）の祭典」を開催し、
ものづくりのまちとして、地域のプロモーションに力を
入れている。

今回の企画展が開催されるきっかけの一つは、ジャパ
ン・ハウス ロンドンの現地事務局の方から、この「燕
三条 工場の祭典」を視察いただけたことである。

イベント時は、地域を代表するいくつかの工場を見学
していただき、イベントを運営するメンバーともお会い
いただいた。このことにより、地域が育んできたものづ
くりの歴史と、それを地域一体となって発信する取組を
深くご理解いただき、ジャパン・ハウス ロンドンと「燕
三条 工場の祭典」実行委員会の連携による企画がス
タートすることとなった。

ジャパン・ハウス ロンドンでの取組
今回のジャパン・ハウス ロンドンでの取組は大きく

3 つある。
一つ目は、今回のメインである地下のギャラリース

ペースでの企画展示である。「燕三条 工場の祭典」実行
委員会と現地ジャパン・ハウス ロンドン事務局との膨
大なやり取りにより作り上げられた展示は、燕三条のも
のづくりの歩みを体系的に整理して表現し、普段は実用
的な道具として認識されている燕三条製品を美術品のよ
うに美しく見せることに成功した。

二つ目の取組として、地上階の「The Shop」にて、
展示と連動した商品販売も行い、ロンドンの人々に燕三
条製品を実際に手に取ってもらうこともできた。

そして、三つ目が、今回三条市として力を入れた、燕
三条地域の職人による実演や講演である。

燕三条地域の魅力は、なによりも生産の場である“工
場”そのものと、そこで働く“職人達”である。

この二つの要素をロンドンの人々に伝えることこそ
が、今回の企画展において最も重要であると考えてい
た。

地下での展示に加えて、この二つの要素をさらに臨場
感を持って体感していただくために、職人による展示解
説、実演を中心としたイベントを実施することとした。

内容を決定していくプロセスにおいて、備品の輸送や
館内やロンドン市の規制など、様々な条件をクリアし、
最も効果的なコンテンツを提供するために、現地との打
合せを何度も実施した。その結果、知的好奇心が強く、
より深く知ることを求める傾向にあるロンドンの人々に
対しては、実演や講演を通して、職人自身の言葉でもの
づくりを伝えることが大切なのではないかとの結論に至
り、このことを軸にコンテンツを構成することとなっ
た。

これは、現地との対話によってこそ生み出された気付
きであり、まさにジャパン・ハウスの意義の一つではな
いかと思う。

毎年 10 月上旬に開催される「燕三条 工場の祭典」
©「燕三条 工場の祭典」実行委員会
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期待される効果と可能性
二カ月にわたる

企画展の開催期間
中、大勢の方々か
ら展示や実演等に
お越しいただき、
高い評価を頂けた
ことは、大変喜ば
しく、今回の取組は成功裏に終了したと考えている。し
かし、今回の取組の成果は、数字的なものに留まらず、
燕三条地域に大きな自信と誇りをもたらす結果となった
と考えている。

企画展開催期間中、三条市の鍛冶職人 3 人によるトー
クイベントが実施された。3 人は、刃物製造、和剃刀製
造、鍬製造と製品は違えど、長年三条市のものづくりを
支えてきた熟練職人である。

鍛冶の世界においては名の知れた職人であるとはいえ、
一体どれだけの方が参加してくれるのか、当初は集客に
不安があったが、蓋を開けてみれば、150 名を超える来
場があり、用意していた席が足りなくなったほどであった。

トークが盛り上がったことはもちろんのこと、イベン
ト終了後には、職人に対する声掛けが殺到し、その職人
が作った刃物を愛用しているという人や職人になりたい
という人もおり、大きな盛り上がりを見せた。

この出来事が象徴するように、期間中現地に赴いた職
人達にはロンドンの人々の熱い視線が注がれ、職人達に
とって、自身のものづくりが遠く離れたロンドンでも評
価されているということを体感するとともに、大きな自
信と誇りにつながる経験になったのではないかと思う。

そして、こうしたエピソードの一つ一つを地域に伝え、
還元することで、燕三条地域に住む人々にとっても、地
元への大きな自信と誇り、そして改めて興味が生まれる
のではないだろうか。さらには、こうした背景を含めた
紹介は販路拡大やインバウンドの増加など、地域経済の
発展に繋げることが重要であり、今回の取組を一過性の
もので終わらせずに、活動を継続することが必要である。

ジャパン・ハウスへの期待と 
自治体の覚悟

今回の企画展は、ものづくりのまちとしての燕三条地

域の地位を大きく向上させることにつながり、大変意義
のある取組であったと感じている。世界経済の中心であ
る都市において、長期間かつ集中して一つの地域や取組
を紹介できる機会は他には中々ないことであるし、もち
ろん燕三条地域としてもこれだけの大規模なイベントを
海外で実施したことは初めてである。

燕三条地域に続き、他地域の取組も今後実施されるこ
とと思うが、ジャパン・ハウス事業は大きな可能性のあ
る取組である。物理的な距離や時差、言葉の違いなど苦
労や困難は多くあるが、それ以上に大きな成果を得られ
ると断言できる。今回の我々の取組を皮切りに、多くの
地域がジャパン・ハウスという大きな舞台を活用するこ
とで、日本全体が活性化することを期待している。

今回、全国で初めてジャパン・ハウスの独自企画展に
関わった行政の立場として、ジャパン・ハウスに関心のあ
る全国の自治体関係者に対して伝えたいことが一点ある。

それは、このジャパン・ハウスを活用した取組を実施
するには、“自治体の覚悟”が相当に求められるという
ことである。

まずは予算面である。輸送費や関係者の渡航費など、
相応の予算を確保する必要があり、行政にとっては一つ
の大きな壁と言える。

そして、最も重要なことは、ジャパン・ハウスが求め
るクオリティを理解し、達成することである。

多くの人がご存知であると思うが、ジャパン・ハウスは、
原研哉総合プロデューサーを筆頭に明確に世界観が構築
されている事業である。さらには、ロンドン・ロサンゼル
ス・サンパウロの現地事務局による主体的な運営により、
それぞれの施設にも特性と地元に即した個性がある。

ジャパン・ハウスを活用するに当たっては、まずこの
ことを理解し、現地との対話を繰り返し、ジャパン・ハ
ウスが求めるクオリティに達する企画を作り上げる必要
がある。これは、行政単独では実現できるものではなく、
適切に地域の人々や外部のプレイヤーを巻き込んでいく
ことで達成できるのではないだろうか。

そうした意味では、これまで「燕三条 工場の祭典」
というイベントを地域の企業、外部のクリエーター、行
政という三者が連携し創り上げてきた土壌が、企画展を
成功に導いた最大の要因であると言える。

今回の事例を参考に多くの自治体が“覚悟”を持って
果敢に取り組んでもらえることを期待している。

鍛冶職人 3 人によるトークショー
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